
14：00‐17：002 182023.
　新型コロナの世界的流行から約３年が経過しましたが、未だに
収束を見ていません。人類は、過去にスペインかぜ・コレラ・ペスト
など、多くの感染症を経験してきました。感染症はさまざまな社会
問題を引き起こしますが、一方で、歴史には、地域社会が協力して
危機を乗り越えてきた姿も残されています。新型コロナの流行が長
期化する中で、過去の経験は、感染症と共存する社会のあり方に
何を示唆しているのでしょうか。また、新型コロナとの闘いにおい
て、私たちはどのような経験や教訓を後世に伝えていくべきなので
しょうか。本シンポジウムでは、歴史学や疫学の専門家らと共にこれ
らの問題を考えます。皆様のご参加を心よりお待ちしております。

主催：東北大学東北アジア研究センター
共催：東北大学感染症共生システムデザイン学際研究重点拠点　東北大学災害科学国際研究所

社会にインパクトある研究 シンポジウム

司会：滕　　媛　媛（東北大学東北アジア研究センター）
14：00-14：05 オープニング

14：05-14：40 基調講演 歴史の転換期における新興感染症 押　谷　　　仁（東北大学大学院医学系研究科 教授）

16：10-16：15 休　　憩

川　内　淳　史（東北大学災害科学国際研究所 准教授）

竹　原　万　雄（東北大学東北アジア研究センター 助教）

14：40-16：10 講　　演 近代日本における新興感染症の対応過程
―1889ロシアかぜパンデミックから1918スペインかぜパンデミックまで―

明治期コレラ流行時における交通遮断と地域社会

近代期の流行誌に残る流行記録の時空間的な復元 中　谷　友　樹（東北大学大学院環境科学研究科  教授）

16：15-16：50 パネルディスカッション モデレーター：神　代　和　明（東北大学大学院医学系研究科）

小田中　直　樹（東北大学大学院経済学研究科 教授・研究科長）

押　谷　　　仁　　 　　中　谷　友　樹　　 　　川　内　淳　史　　 　　竹　原　万　雄

16：50-17：00 総　　括 小田中　直　樹　　　 　押　谷　　　仁

本イベントはオンライン（Zoom）での開催となります。一般公開
参加費無料
要事前申込

2023年2月16日（木）までに、
下記の参加申込フォームから登録してください。
イベント前日までにZoomのリンクをお送りいたします。
申込登録はこちらから：
https://forms.gle/guSXKK3CXdwfxQmv7
お問い合わせ：yuanyuan.teng.d7@tohoku.ac.jp （滕　媛媛）
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